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令和２年度第３回米子市学校給食運営委員会議事録概要 

 

 

１ 開催日時  令和３年３月２３日（火） １５：００～１６：１０ 

 

２ 開催場所  米子市立学校給食センター会議室（米子市大谷町２８番地８） 

 

３ 出席者（敬称略） 

［米子市学校給食運営委員会委員］ 

住田委員（会長）、勝本委員（副会長）、本池委員、森川委員、内田委員、長尾委員、 

土井委員、佐伯委員、増田委員 

［事務局］ 学校給食課 

山中課長、野口課長補佐、堀部係長、山下栄養教諭 

 

４ 会議次第 

（１）開会 

（２）会長あいさつ 

（３）議事 

ア 令和３年度事業計画について 

イ 令和３年度学校給食費について 

（４）その他 

（５）閉会 

 

５ 議事の概要 

（注：会長あいさつ及び事務局の資料説明は省略しています。また、発言は要約しています。） 

 

議長（住田会長） 

  議事に入ります前に、事務局の方から、異物混入について報告があるそうですので、まず

初めにその報告をお受けしたいと思います。 

 

事務局（山中課長） 
  

   ［大篠津小学校で１月２９日に発生したパンの異物混入事案とその後の対応等に 

ついて説明を行う］ 

 

議長（住田会長） 

   ただ今、事務局から異物混入についての説明がありましたけども、何か、ご質問、ご意見

等ございましたら、お願いします。 

  長尾委員  

   県の職員で、食品衛生の担当をしております。異物混入の情報をいただいて、今、県の学

校給食会さんと連携して動いております。これまでの異物の状況とか、改善の状況を含め、

先般もうちの職員が立ち入りをして、確認をしております。 
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原因としては、衛生意識のゆるみというものが非常に強いと判断をしております。今回は

髪の毛が、かなり大きな事案ではありますけども、こういった事案がどんどん積み重なれば、

いずれ何か大きな事故を起こすであろうということで、厳しく指導しております。 

実際に、学校の方がお休みに入るということで、３月２５日にＡ社の従業員さんを集めて、

再度、衛生教育をして、徹底をしていくこととしております。 

これにつきましては、今後も助言指導を継続して、異物混入等、他も含めてですけど、再

発防止を図っていくという形で対応しておりますので、情報提供をさせていただきます。 

議長（住田会長） 

   今、県の生活安全課の方からご報告をいただきましたけれど、他にご意見などありますで

しょうか。 

  本池委員 

   私は、該当の大篠津小学校ですけれども、すぐに保健所さんに連絡をさせてもらったとこ

ろ、迅速に対応していただきまして、ありがとうございました。 

   それから、県のくらしの安心推進課さんから一斉に文書が出たと聞いているのですが、そ

れは、どういうものなのですか。 

  事務局（山中課長） 

   県のくらしの安心局くらしの安心推進課の方から、２月１２日に「学校給食における異物

混入の報告基準指針」が示されました。そこで示されたとおりに、こちらの方も異物の混入

がありましたら、管轄の保健所と県の教育委員会体育保健課に連絡するようにという指示を

受けておりますので、該当事案がございましたら報告をさせていただくようにしております。 

  本池委員 

   どんなことでも、すぐにちゃんと報告するという感じですか。 

  事務局（山中課長） 

   健康被害が発生又はそのおそれがある場合は、判明の都度遅滞なく報告するというのが１

つと、もう一つは、人の健康を損なうおそれがない場合でも、原因が疑われる施設で１ヶ月

に２回以上又は保健所等の指導による改善が認められない場合は報告するということで、 

その二つについて報告させていただくようにしているところでございます。 

  本池委員 

 要は、１ヶ月に２回以上ということは、１回だけパンの中に髪の毛が入っていましたとい

うのは、黙っているという基準ということですか。 

事務局（山中課長） 

   黙っているといいますか、保健所の方に指導を受けながら、こちらもやっていきたいと思

っておりますので、指示の方、また、よろしくお願いしたいと思います。 

議長（住田会長） 

今後も、改善されるかどうかというのを、しっかりと見守っていくということですね。 

長尾委員 

   そうですね。事案の数が、若干多いということもありますので、ハード面では直らない部

分の多いので、監視の強化が効果的かなあと思っています。 

議長（住田会長） 

   その他、この件に関しまして、いかがでしょうか。 

内田委員 

   今、話せる範囲でいいので、Ａ社さんの食数を減らすということに対して、どこまで動い

ておられるのかとか、どういう業者が手を上げているのかとか、どういう段取りでいつ頃に
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決まるのかとか、学校がどういうふうになるのかとか、分かる範囲でいいので、教えていた

だけませんでしょうか。 

事務局（山中課長） 

   鳥取県のパン組合が、どこの業者がどこの学校のパンを作るのかということを差配します。

今のところ、聞いている報告によりますと、鳥取市のＢ社さんがＡ社の約半数のパンの製造

を今度請け負われることになるようです。米子の方に業者がもう全くなく、Ａ社さんと淀江

のＣ社さんのみでございます。Ｃ社さんの方にも声をかけられたようですが、これ以上増や

すのは困難だということだったようです。地元から出していただくのが本当はいいのですが、

鳥取の方から運んで来ていただくということになるようです。 

それをどこの学校にお渡しするのかということは、経路とかいろいろな問題もありますが、

春休み中には確定させて、今までと変わらず、配送させていただくようにしております。 

また、時間などが変更になる場合は、学校の方にすぐに報告させていただきますので、よ

ろしくお願いいたします。 

内田委員 

   鳥取市から送られてくるということで、今までと何か違うこと、単純に考えて、時間がか

かるので、例えば、前の日に作っておいて来るのか、その日の朝に作ったものが届けられる

のかということはどうでしょうか。 

事務局（山中課長） 

   今回、詳しくことは聞いていないのですが、今でもＢ社のパンを提供している学校もござ

います。 

 Ｂ社さんは、会社の規模といいますか、工場の規模が大きいので、パンを焼く時間がＡ社

さんよりは早く、回転よく焼けるということです。何時に焼かれるかということまでは確認

はしておりませんが、今提供しておりますパンと同じものが届くと思っております。 

議長（住田会長） 

 その他、ご意見等ございますか。 

   ないようでしたら、今後も異物混入防止対策については、業者指導をしっかり行っていた

だき、安全で安心な学校給食の提供に努めていただきますようにお願いいたしまして、報告

については以上にしたいと思います。 

そういたしますと、次第に従いまして、３議事の（１）令和３年度事業計画につきまして、

事務局から説明をお願いいたします。 

事務局（野口課長補佐） 

そういたしますと、令和３年度事業計画について説明させていただきます。 

 

［令和３年度事業計画について説明を行う］ 

 

議長（住田会長） 

そうしますと、今の説明につきまして、何かご意見やご質問等はございませんでしょうか。 

佐伯委員 

食に関する指導の充実で、実際、令和２年度は出来なかった部分もあるんだということを

先程おっしゃっていましたけども、栄養教諭等による給食時間の訪問指導というのは、いき

いきプロジェクトの方でもかなり力を入れていただいて、効果が上がっているということが

読み取れたのですけども、コロナ禍で、何か例年と、これまでとは違うような工夫があれば

教えていただきたいなあと思っております。 
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  事務局（山下栄養教諭） 

   事業報告の中でお話しようと思っていたのですけど、やっぱりこのような状況ですので、

情報発信を中心に取り組んでいました。例えば、ＩＴＣ機器を活用したりとか、食育の掲示

物を、特に学校にお願いすることが多いので、例年そこまで取り組んでなかったのですが、

小中学校全校に配布したりとか、掲示したりとかということで、取り組ませていただきまし

た。 

佐伯委員 

 じゃあ、対面の指導は、なかったということですか。 

事務局（山下栄養教諭） 

   給食時間の指導は対面で引き続きさせていただきました。先程校長先生がおっしゃったよ

うにこども達はしゃべらない。話すときはマスクをつける。私達栄養士はマスクをしてお話

をするという形で実施させていただきました。 

議長（住田会長） 

   その他、よろしいでしょうか。 

   特にご意見がないようでしたら、令和３年度事業計画については、承認していただいたと

いうことで、よろしいでしょうか。 

  各委員 

   はい。 

  議長（住田会長） 

   はい、ありがとうございます。 

 そういたしますと、学校給食をさらに良いものしていただきますようお願い申し上げて、

審議は終わらせていただきます。 

次に、議事の（２）令和３年度 学校給食費について、事務局から説明をお願いいたしま

す。 

事務局（山下栄養教諭） 

   では、令和３年度 学校給食費について、説明させていただきたいと思います。 

 

［令和３年度学校給食費について説明を行う］ 

 

議長(住田会長） 

ただ今、令和３年度学校給食費について事務局から説明がありましたが、何かご質問等は

ございませんでしょうか。 

  増田委員 

米飯についてですが、売渡価格が値上がりとなっているんですけども、精白米を変更した

ということで、米子市産の星空舞に変更した理由というのは、どういうことでしょうか。 

事務局（山中課長） 

星空舞ですけれども、今年度も一回七夕の日に提供しております。とても評判がよくて、

美味しかったということで、値段が安ければ使いたいなあと思っていました。 

この度、鳥取県の学校給食会から、今までのおかわりくんと同じ額で星空舞を提供できる

とご提案いただきましたので、令和３年度は１年間それを使用して、やってみようかなとい

うことでございます。 

多分、市場での価格も星空舞はちょっと値段が高いと思うんですけども、よいものを子ど

も達に提供して、美味しく食べていただきたいと思っているところです。 
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議長(住田会長） 

他にございませんでしょうか。よろしいでしょうか。 

   特にご意見がないようであれば、令和３年度の学校給食費については、引き続き、小学校

は２８０円、中学校は３３０円ということでお願いすることに決定させていただきます。よ

ろしいでしょうか。 

各委員 

   はい。 

議長(住田会長） 

   はい、ありがとうございます。 

そういたしますと、次に、「４ その他」についてですが、何かありますでしょうか。 

事務局（山中課長） 

   平成３０年度にスタートいたしました「いきいきこめっこプロジェクト」の３年間の取組、

成果につきまして、昨年１２月に郵送させていただきました「令和２年度 学校給食アンケ

ートのまとめ」、この両方の結果を踏まえまして、山下栄養教諭から３年間の取組等につい

て、ご報告させていただきたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

議長（住田会長） 

   皆様、いかがでしょうか。 

各委員 

   はい。 

議長（住田会長） 

   では、資料もございますので、報告をお受けしたいと思います。 

それでは、山下栄養教諭、お願いいたします。 

事務局（山下栄養教諭） 

平成３０年度から取り組んできました「いきいきこめっこプロジェクト」について簡単に

説明させていただきたいと思います。 

 

［「いきいきこめっこプロジェクト」の取組・成果と「令和２年度 学校給食アンケートの

まとめ」について説明を行う］ 

 

議長（住田会長） 

「いきいきこめっこプロジェクト」の３年間の取組の説明をいただきました。何かご質問・

ご意見等はございませんでしょうか。 

  佐伯委員 

 学校給食アンケートに目を通した時に感じていたことが、今日の報告をお聞きして、すご

く改善されて残さず食べられるようになってきたのだなあという成果が改めて感じられた

ので、意見としてはそんなに伝えなくてもいいのかなあとも思いました。 

元年と２年度の指導の難しさというところにも、残さず食べることというのが挙がってい

ますし、それから、教職員の配缶量についてというところで、学校現場の実状として、やっ

ぱりちょっと多く入っているんじゃないかというところが、あまり変化がないようなことが

書いてあって、配缶量の見直しを検討していく必要があると感じると考察しておられます。 

また、子ども達の意見がたくさんある中の量についてのところが、すごく切実に量が多い

とか、残っているのがとても気になるからもう少し減らしてもらったら食缶に残ったまま返

さなくても済むんじゃないかとかいうようなことも書いてあって、残すということに対する
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意識も芽生えてきているんだなあということは感じられます。 

でも、栄養士さんの方からすれば、必要な量なので入っているんだとおっしゃっていて、

それはよく分かるんですけど、ここのところは難しい問題ではあるんだけれども、令和３年

度に向けて何か考えておられることがあれば、お聞きしようかなあと思って来ました。 

事務局（山下栄養教諭） 

 難しい質問ですね。 

私が米子市に来て３年経ちますけども、３年間でも子ども達の食べる量が減ってきたなと

すごく感じます。 

 中学校は食育の指導のなかで自分に必要な量を知ると、今の量が自分に必要な量なのだか

ら自分のために食べようと自分が思えば行動につながっていくのですが、小学校では私の担

当している学校の特に低学年は、ここ３年間で食べる量が急激に減ったなと感じています。 

 小学校の残量がなかなか減っていないという現状もあり、家庭環境がこの数年ですごく変

わったのかなと感じて、指導の難しさを感じています。私が米子市に来た時に小学１年生だ

った子が小学３年生になりますけど、段階的に指導を重ねていくことによって、食べる量は

増えていますので、給食は１日３回のうちの１食ですが、今の家庭環境だからこそ必要な量

を与えてあげたいという思いはあります。 

佐伯委員 

 手近にあるおやつを食べちゃうとか、食事の時間が待たれないから何かを食べてしまって

食事の時間が少しになるとか。だから、さっき保護者啓発のことを言っておられて、保護者

啓発の難しさはすごくあると思うんですけども、同じような機会に同じような情報が皆さん

にあげられるっていうことがなかなかなくて、参観日に来られないお家もあるとか、お手紙

に言付けたとしてもなかなか見てもらえないとか、いろいろなことがあると思うんですけど、

地道にそういう意識を持ってもらえるように、教職員の方にまず伝えて、教職員の方からで

も保護者に伝わっていくとか、何かいい方法があれば、是非お願いしたいなあと思いました。 

事務局（山下栄養教諭） 

 子ども達が楽しい雰囲気で給食を食べたりとか、食育の勉強をしたりすると、お家で話を

してくれるようです。こんな話を聞いてきたよとか。授業の後に家庭とのワークシートのや

り取りをするのですが、その中で、お家の人が子ども達からその話を聞いて一緒に取り組ん

でみようと思いました、というような感想を書いてこられます。コロナ禍でしたので、今年

度は情報発信ということに力を入れて、授業の後にはワークシートのやり取りで家庭との連

携を図りました。家庭への啓発方法で、こういうやり方もあるんだなということを学びまし

たので、今後の指導に活かしていきたいと思います。 

議長（住田会長） 

 その他、いかがでしょうか。 

増田委員 

  保護者の啓発ということでしたけど、毎月送られてくる献立表の裏に、何かいろいろ載っ

ていますよね。今月の旬のものとか、いろんな説明が載っていて、すごく一生懸命書いてく

ださっているなあと思うんですけど、いろんなものがすごく詰め込まれすぎていて、ちょっ

と勢いに負けるというか、時間がある時に読もうという感じになってしまうことがよくあり

ます。 

それだったら、朝ご飯を食べようということを、それだけをシンプルに載せて、配ったり

したらどうかと思いました。すごい気持ちは分かるんですけど、すごくたくさん盛り込まれ

ているんで、どこが大事なのかが分からなくなってしまったりすることがあったので、朝ご
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飯大事だよ、みたいな分かりやすいものがあったら、いいのかなあと思いました。 

事務局（山下栄養教諭） 

  朝ごはんコーナーみたいなのを作ってみましょうか。おすすめレシピとか。そうすると、

そこだけは読んでもらえると思いますので。 

事務局（山中課長） 

  栄養士の方も、伝えたい情報がものすごくたくさんありまして、ほんとにもっと詰め込ま

れている時も実はあったりするんですけど。 

  本池委員 

   どこから読んでいいか分からない時もありますよね、すごくたくさん書いてありますので。 

議長（住田会長） 

   また、よりいいものを出すように、発信の方法を検討していただければと思います。 

議長（住田会長） 

   他にいかがでしょうか。 

   ないようでしたら、本日の報告については、以上で終わらせてもらったらと思います。 

   では、最後に、事務局から何か連絡事項等がございますか。 

事務局（山中課長） 

今日はお忙しい中ご参加いただき、ありがとうございました。ご審議いただき、ありがと

うございます。 

次回の運営委員会は、４月下旬から５月中旬頃までの間の開催を考えております。 

令和２年度の事業報告をさせていただくという予定でございます。 

事前に会議資料をお配りしたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

議長（住田会長） 

今回で令和２年度の会議が終わりますが、皆さんのご協力によりまして、スムーズに進め

ることが出来ました。どうもありがとうございました。 

以上をもちまして、令和２年度第３回米子市学校給食運営委員会を終了させていただきま

す。 

 本日は、お疲れ様でした。ありがとうございました。 


